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１．はじめに
　公共投資の縮減は今日の建設分野における大きな課題である。土木構造物では材料及び建設費用の安い
コンクリート構造物と変形能の優れた鋼構造をうまく組合わせた複合構造がその解決の一つの方法であ
る。最近の複合構造の動向を見ると強度や変形特性の面より、施工性や耐久性などの機能面に重点が置か
れている１）。日本道路公団では複合構造の採用に関し、新技術の開発を積極的に進めており、実橋にも取
り組まれつつある２）。
　本研究では、鋼桁（I 桁）と鉄筋コンクリート橋脚の剛結構造による一構造を提案し、その剛結部の応
力伝達機構を明らかにするとともに、剛結構造の耐震性能を実験的に検証することを目的とする。

２．新しい複合剛結構造の提案
　本研究で用いられる供試体の構造概要を図-1
に示す。鋼桁と RC コンクリート橋脚の剛結構造
はこれまでいくつかの提案がされ、実橋にも適用
されているが、本剛結構造は以下のような特徴が
持っている。

(1) 上部は最も一般的に使われている I 桁、下
部は RC コンクリート橋脚とする。また、
断面力の大きい鋼主桁断面を優先的に貫通
させ、下部が破壊しても構造全体的に直接
落橋には至らない構造とする３）。

(2) 橋脚側に設置した取り付け鋼板（図１参照）
に補剛板を設け、RC 橋脚の主鉄筋を貫通
させる構造である。取付け鋼板と RC 橋脚
の主鉄筋との一体構造により上部からの引
張力を直接 RC 橋脚の主鉄筋に伝達させる
構造となっている。鋼桁から RC橋脚への応力

(3) 剛結部の上下連結はすべて高力ボルト継ぎ手に
行う。また、従来の剛結構造に違い、剛結部に
れる。

(4) 大きな地震力を受け、仮に構造自体が壊
れても剛結構造としての復旧作業が可能
となる。

　本研究の目的としては、以下のとおりである。
(1) 応力伝達機構の確認
　主桁・横桁・下部との取付け鋼板および RC
橋脚の主鉄筋からとなる一体構造により上部
工からの曲げモーメントによる引張力の伝達
機構を確認する。
(2) 剛結構造耐荷性能の検証
　静的繰返し載荷実験により、鋼桁と RC 橋
脚との剛結構造の耐荷性能を検証する。

３．実験計画と実験方法
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3.1 実験計画
　複合ラーメン橋においては、最も重要なのは鋼・コンクリートの接合部である。本研究で用いられる構
造においては明確な設計手法は確立されていないため、実物による縮小模型実験を行い、剛結構造の応力
伝達機構を確認する。　実験に使用する RC橋脚の断面は 750×450mm，橋脚の高さは 1800mm，鋼桁から
載荷点までの距離は 1550mmである。実橋の約 1/7を想定している。実験供試体は図 1に示すように，RC
橋脚の両側に上部 I桁と連結するための取付け鋼板を設置する。また、上下部工を一体化するため、取付
け鋼板に溶接した鋼板に穴をあけ、RC橋脚の主鉄筋を貫通させる。

3.2 実験方法
　実験方法は図-１に示すように実構造と天地が逆転するように鋼桁を下側にセットした状態で、１台の
水平ジャッキを用いて繰返し載荷実験を行う。

４．実験結果とその考察
　図-３に水平荷重と水平変位の履歴曲線を示す。鉄筋降伏時の水平載荷荷重は 23.1tf、最大荷重は 26.6tf
となった。これにより、地震時の剛結部が効果的なエネルギー吸収性能を持つことが確認できた。また、
写真-1 に示すように、剛結部にき裂が早期発生し、その後、（写真-2 に示す）剛結部と RC 橋脚との境界
面で大きなクラックが生じた。これは剛結部での RC橋脚の中間帯鉄筋の配置不足が直接の原因と考えら
れ、今後の改善すべき点である。
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図-３　水平荷重-水平変位履歴曲線
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．まとめ
剛結構造により上部からの曲げモーメントによる引張力
RC橋脚の主鉄筋へうまく伝達された。特に剛結部におい
地震力を受けた際、良好な耐荷性能を持つことが繰返し載
実験により確認できた。これから、さらに剛結部での橋脚
中間帯筋の補強を考慮し、実験結果を理論上にも検証する
め、FEM解析を行い、詳細な構造検討を行いたい。
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　写真-2　コンクリートの破壊状況
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